
本学では現在、実学系総合大学の実現
を目指し、学部・学科の新設・改編や、
新校舎の建設等を推進しています。
その進化の課程をお届けする専用ブロ
グを立ち上げました。北海道工業大学
の最新情報はこちらからご覧ください。

「もっと進化、つぎつぎ始まる。」
その課程をブログで発信。

北海道工業大学「最新情報ブログ」開始！

HIT SCHEDULE CALENDAR 2013

HIT EVENT INFORMATION

08  august

09  september

研究生・特別研究生出願受付（～10日）
ミニオープンキャンパス
第2回AO入試[前期]セミナー
北海道工業大学大学説明会［東京会場］
父母懇談会（地方）・進学入試相談会（地方）
夏季休業終了、学位記授与式（10：00～）
父母懇談会（札幌）
第3回AO入試[前期]セミナー
後期始講
大学祭（～29日）
オープンキャンパス
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05  may

開学記念日
オウル総合科学大学交換留学生受入（～8月4日）
保護者のためのミニオープンキャンパス
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□木
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06  june

119日間セーフティラリー開会式
親交会総会（10：00～）、懇親会
大学院修士課程入試［推薦］
体育祭
第1回AO入試[前期]エントリー説明会
オープンキャンパス

03
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□土
□月

7/5 fri
エッセイストで、自転車世界一周の冒険家を講師に招き、約7年半かけ世界9万5000ｋｍを自転車で走破
した記録、さまざまな国で触れ合った人 と々の思い出、その人 と々話をする中で偏見や誤解が解かれ、他民
族の価値観を尊重することができるようになるまでの体験談をお話しいただきます。
お問い合わせ・お申し込みは情報フロンティア工学科の小川（TEL:011-688-2291）までご連絡ください。

冒険家・旅作家石田ゆうすけ氏講演会[一般公開]

本学に所属している教員の研究テーマ
や研究概要、研究業績、エピソード等を
紹介した「ラボサイト」。研究の内容をア
イコン化することで研究分野を視覚的
に探せるほか、学部・学科、研究キー
ワード等からの検索が可能です。

本学所属教員の研究を一覧にした、
研究紹介サイトが誕生！

上   旬  オウル総合科学大学へ交換留学生派遣（～11月下旬）

201307  july

PF（前期）個別面談期間（～12日）
放課後キャンパス見学ウィーク（～19日）
編入学試験［前期・指定校］、大学院修士課程入試［前期（一般）］（～18日）
大学院修士課程入試［前期（社会人）］
第2回AO入試[前期]エントリー説明会
前期終講
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前期定期試験（～7日）
オープンキャンパス
教員免許状更新講習（～8日）
夏季休業開始（～9月18日）
教職員夏季一斉休業（～17日）
※11日～13日は電気設備等年次点検（停電）、ホームページ休止
第1回AO入試[前期]セミナー
東北工業大学総合定期戦（～28日、東北工業大学）
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特集

北海道と共に、もっと進化、
つぎつぎ始まる。
実学系総合大学を目指して。

HIT Release

平成25年度入学式＆
新入生歓迎会を開催！
手稲区連合町内会・手稲区・
本学との「防災連携協定」締結。
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研究者データベース「ラボサイト」開設

● 会場 ： 本学5106講義室（合同講義室）
　 講師 ： 石田ゆうすけ氏

16：30～18：00

企画編集・発行： 北海道工業大学 入試広報課

http://labs.hit.ac.jp/ http://www.hit.ac.jp/report_blog/

CHECK!CHECK!

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
必要です。単なる「Professional」だけではなく、後付けの「Professional+」
でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を育成すること。すべて
の設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。



HIT NEWS LETTER    21    HIT NEWS LETTER

北海道と共に、
もっと進化、
つぎつぎ始まる。

北海道No.1の
実学系総合大学の実現を目指します！

特 集HIT FEATURE

北海道工業大学は、2014年4月に、これまでの「医療工学部」を「保健医
療学部」に改称します。少子高齢化が進み医療に関わる人材ニーズが一段
と高まるなか、特に北海道は慢性的な人手不足傾向にあり、医療現場や地
域の要請に応えるために、既存の「医療福祉工学科」「義肢装具学科」に
加え、「看護学科」「理学療法学科」「診療放射線学科」を新設します。

また、保健医療学部の設置と同時に、工学系の領域も「創生工学部」と
「空間創造学部」を統合し、「工学部」として新たにスタートします。2つの
学部を統合することで、学科間の連携を深めて、社会の課題解決を目指す
教育研究に取り組みます。さらに、「未来デザイン学部」人間社会学科
は、2014年4月より4専攻9コースとし、専門性を高めるカリキュラムを導
入。自分の興味を強みとして身につけることで、実社会で活躍できる人材を
養成します。

医療、工学、人間社会と、どれもが生活の基盤となる学びであり、それぞ
れの分野の真のプロフェッショナルを育成するために、生まれ変わる北海
道工業大学。「実学系総合大学」へとキャンパス大改革が始まりました！

来春から人間社会学科は、人間と社会をさまざまな角度から学べる４専攻９コースへ

と学びの領域を拡充し、自分の関心や夢にあわせて専門性を深めることができるカリ

キュラムに進化します。それぞれの専攻で特色ある資格にも対応。もちろん人間社会

学科の伝統である、一人ひとりの潜在力を引き出す少人数教育や、教室を飛び出し地

域社会でプロジェクトを実践するアクティブな授業もますます進化。人間社会学科

は、変化の激しい現代社会で、社会科学の専門性を生かして、自ら行動し、創造的に

課題を解決していける「＋Professional」な次世代のリーダーを育成します。

2014年に竣工する、保健医療学部棟（仮称）／北
海道薬科大学新棟（仮称）／北海道薬科大学共用
棟（仮称）の建設が、今まさに進行中です。現場には
仮囲いが設置されていますが、その一部を透明に
し、更地から建物が完成していく迫力ある現場を間
近に見れるのも今年の特権。今後はCGやパネルを
使った建物の紹介ブースも設置予定。建物の建設に
は多くの道工大OB・OGが携わっており、日々、先
輩たちが大活躍しています！！

「高齢化先進国」という新たな時代を迎

え、医療系技術者の充実はもちろん、

人々の便利・快適・安心を生む工学系

技術者、未来の豊かさを作る創造系技

術者と、特色ある3つの学部が新たな柱

になります。

体育館「HIT ARENA」

保健医療学部棟（仮称）/ 北海道薬科大学新棟（仮称）
北海道薬科大学共用棟（仮称）

北海道薬科大学　前田キャンパスへ移転予定

北海道自動車短期大学　前田キャンパスへ移転予定

北海道工業大学　開学50周年

「人間社会学科」は、
来春より4専攻9コースへ！

《4専攻9コース》

目の当たりにする進化の過程。
新校舎の建設現場は

「生きた教材」!!

2012 
平成24年2月竣工

2014
平成26年竣工（予定）

2015
平成27年4月

2016
平成28年4月

2017
平成29年4月

2014年10月竣工予定 2014年2月竣工予定

2014年5月竣工予定

4号館

8号館

7号館

HIT
プラザ

図書館

G棟

HIT
ARENA

※2018年までの完成予定図

《現在の学部・学科》 《2014年4月からの学部・学科》2014年4月スタート！

未来デザイン学部

保健医療学部
（名称変更構想中）

名称変更 新学科

新学科

新学科

看護学科（設置構想中）
理学療法学科（設置構想中）
義肢装具学科（定員増構想中）
臨床工学科（名称変更構想中）
診療放射線学科（設置構想中）

工学部
（名称変更届出済）

統　合 機械工学科（名称変更届出済）
情報工学科（名称変更届出済）
電気電子工学科（名称変更届出済）
建築学科（設置届出済）
都市環境学科（設置届出済）

メディアデザイン学科
人間社会学科

医療工学部 医療福祉工学科
義肢装具学科

創生工学部
機械システム工学科
情報フロンティア工学科
電気デジタルシステム工学科

空間創造学部 建築学科
都市環境学科

未来デザイン学部 メディアデザイン学科
人間社会学科

時代のニーズに応える、

3学部12学科。

NEWS FLASH!

ココが
進化する!

CHECK!

※2014年カリキュラム変更予定。教育内容等は予定であり、
　変更する場合があります。

経営学コース/経営情報コース/
マーケティングコース

地域社会コース/社会心理コース

臨床心理コース/行動科学コース

健康科学コース/スポーツ科学コース

経営学専攻

社会学専攻

心理学専攻

健康・スポーツ専攻

キャンパス大改革!
この時代に求め

られる人材を育
成するために、

力を集結し、さら
なる飛躍を。

完成予想図

保健医療学部棟（仮称）

北海道薬科大学共用棟（仮称）

北海道薬科大学新棟（仮称）

共通シンボルマーク 「Progress“H”」

北海道という我々が根ざし貢献すべき土地を表す「H」の文字に、学生、地域、教員、
職員を表すリボンが一つに交わり（育み）、大きく広がっていく（成長してい
く）、その共育力が象徴されています。そして、鮮やかなオレンジ色は私たちの
Spiritsの熱さを表しています。
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HIT Release!
平成25年度
入学式＆新入生歓迎会を開催！

手稲区連合町内会・手稲区・本学の
3者による「防災連携協定」締結。
本学体育館が「基幹避難所」に。
3月12日、本学大会議室において「手稲区連合町内会連絡協議
会・北海道工業大学・手稲区による防災連携協定」調印式が行わ
れました。この防災連携協定は、手稲区域内で発生する災害に備
えて、それぞれが持つ人的・知的資源、施設及び情報などで相互
協力することにより、手稲区の地域防災力を向上させ、災害に強い
手稲区づくりに寄与することを目的としたものです。3者間では、平
成20年に「地域連携協定」を締結しており、今回の協定により、防
災に関してお互いの連携を更に深めていくこととなります。調印式で

は、手稲区連合町内会連絡協議会の今枝健会長、手稲区の坂田和
則区長（当時）、本学の苫米地司学長による連携協定書への署名が
行われ、調印式の模様は複数のメディアで取り上げられました。今
回の「防災連携協定」に伴い、本学体育館HIT ARENAは、札幌
市地域防災計画の定める「収容避難場所」に指定され、メインア
リーナとサブアリーナで1,050名を収容します。また、4月1日から
札幌市避難場所基本計画の運用開始により、大学としては初めて
「基幹避難所」として指定を受け、災害対応の拠点となりました。

寒地ヒューマンサポートシステム
研究所を設立。
4月1日、「寒地ヒューマンサポートシステム研究所（HSS研究
所）」を設立しました。本研究所では、寒冷地で生活する人々
を対象に、日常生活はもとより、雪害などの非常時に、特に
生活の不便や不自由を強いられるお年寄りやさまざまな障が
いを持つ人々の能力を支援・増幅・拡張し、豊かな生活の実
現を支援するために、人、医療、機械、情報技術を機能的に
融合して研究を行います。さらに、寒冷地における最先端の
実問題を扱う研究現場として地域に貢献できる人材の育成を
はじめ、学外企業や地域の関連機関等との連携を強化し、応
用研究・実証研究・製品テスト等も行っていきます。

平成25年度「名誉教授称号授与式」が行われました。
4月15日、本学小会議室において、平成
25年度名誉教授称号授与式が行われま
した。本年3月末に退職された西谷健一
元教授、中川嘉宏元教授、武田寛元教
授、鈴木憲三元教授、宮代信夫元教授
の5名に名誉教授の称号が授与されまし
た。その後、名誉教授を囲み会食を行い
ました。
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北海道工業大学の “今” がわかる、旬の話題をお届け！
Check!

4月5日、札幌コンサートホールKitaraにて、平成25年
度の入学式、並びに入学記念コンサートが行われまし
た。平成25年度の入学生は、学部入学生668名、編
入生5名、大学院入学生22名です。これからスタート
する大学生活が実り多いものになるよう願っておりま
す。また、4月11日には、スポーツ交流施設「つどー
む」屋内アリーナにて、北海道工業大学協学会が主催
する「新入生歓迎会」が行われました。新入生同士と教
職員・在学生との交流を深めることを目的とした歓迎会
で、「スポーツ大会」では新入生たちが学科別チームに
分れて「綱引き」「玉入れ」「リレー」で競い、親睦を深
めていました。「クラブ紹介」では、本学の各クラブ
が、ブースや演舞等で活動を紹介し、盛んに新入生を
勧誘していました。恒例の「抽選会」は、大変な盛り上
がりを見せ、ゲーム機などの景品を手にした新入生は大
喜びしていました。

永きに渡り、大学教育・研究の発展に寄与いただきました。

新しく就任された先生方です。

佐々木 一正 
奥村 眞司 
西谷 健一 
中川 嘉宏 
武田 寛 
鈴木 憲三 
飯田 雅史 
宮代 信夫 
湯川 恵子 
浦田 政則

（創生工学部 情報フロンティア工学科 教授）
（創生工学部 情報フロンティア工学科 教授）
（創生工学部 電気デジタルシステム工学科 教授）
（創生工学部 電気デジタルシステム工学科 教授）
（空間創造学部 建築学科 教授）
（空間創造学部 建築学科 教授）
（空間創造学部 建築学科 教授）
（未来デザイン学部 人間社会学科 教授）
（未来デザイン学部 人間社会学科 准教授）
（高等教育支援センター 教授）

（創生工学部 機械システム工学科 教授）
（創生工学部 機械システム工学科 助教）
（創生工学部 機械システム工学科 助教）
（創生工学部 情報フロンティア工学科 准教授）
（創生工学部 電気デジタルシステム工学科 講師）
（創生工学部 電気デジタルシステム工学科 助教）
（医療工学部 医療福祉工学科 教授）
（医療工学部 医療福祉工学科 教授）
（医療工学部 医療福祉工学科 准教授）
（医療工学部 医療福祉工学科 助教）
（医療工学部 医療福祉工学科 助教）
（医療工学部 義肢装具学科 教授）
（医療工学部 義肢装具学科 助教）
（未来デザイン学部 人間社会学科 准教授）
（未来デザイン学部 人間社会学科 助教）
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本学基礎スキー部が驚異の四連覇を達成！
2月24日～3月1日、長野県の白馬岩岳スキー場で行われた「第40回全国学生
岩岳スキー大会（基礎スキーの部）」で、本学基礎スキー部（愛称：Infinity 
Ski Team）が「男子団体演技」にて頂点に立ち、V4を成し遂げました。同大会
「基礎スキーの部男子総合」でも第8位の成績を収めています。また、3月19日
～23日に開催された「第31回北海道学生スキー技術選手権大会（男子団体
戦）」でも第1位に輝きました。ますますの活躍を期待しています！

札幌市の取り組みに本学学生が参加。

夢プロジェクト成果報告会を実施。
2月26日、本学HITプラザにおいて、平成24年度本学夢
プロジェクトに採択された各プロジェクトの学生と教職員
が出席し、成果報告会が行われました。報告会では各プロ
ジェクトの代表者から、プロジェクトの背景・概要・今後
の課題等の報告がありました。今年度から「夢プロとして
の正統性」、「ユニークさ」、「大学への貢献度」、「骨折り
度」、「発表力」の5項目を審査し、ロボットを使った子ども
向けの工作教室などを行うプロジェクト「HIT Battle 
Tech」が最優秀賞に選ばれました。

本学山岳部の学生が、
アルバイト北海道のTVCMに登場！
2月20日、本学体育館HIT ARENAにおいて、アルバ
イト北海道（アルキタ）のTVCMとポスターの撮影が
行われ、山岳部の学生が協力しました。今回の撮影は
北海道アルバイト情報社から出演依頼があったもの
で、山岳部の学生がクライミングウォールを登っている
様子などの撮影が行われました。

人間社会学科が
てがけた「豆王」、
いよいよ発売。
前号でご紹介した「豆王（マメ
キング）」が完成し、6月初旬頃
よりHITプラザ内「ローソン」に
て発売。人間社会学科の実践
型教育の成果、是非ご賞味を！

学長賞・優秀学生賞表彰式。
2月4日、本学大会議室において、学長賞および優秀学生賞の
表彰式が行われました。学長賞および優秀学生賞は、学術的
にすぐれた業績を挙げた者または団体および課外活動で優秀
な成果を収めた者または団体を表彰する制度です。学長から
学生9名と3団体に対して表彰状および副賞が授与されまし
た。受賞者の皆さんおめでとうございます。

部活動の
大会出場記録
※一部抜粋

［卓球部］
●第79回全日本大学総合卓球選手権大会
　個人の部出場（10月25日～ 28日）
　沼 亮太朗さん （メディアデザイン学科）
　中島 亮介さん （建築学科）
●平成24年度中田杯争奪納会試合（12月1日・2日）
　男子ダブルス第1位　中島 亮介さん（建築学科）
　　　　　　　　　　 松木 拓也さん（人間社会学科）
　男子団体第1位　北海道工業大学A
　男子シングルス第3位　中島 亮介さん（建築学科）

［基礎スキー部］ 
●第40回全国学生岩岳スキー大会（2月24日～ 3月1日）
　基礎スキーの部男子団体演技第1位
　基礎スキーの部男子総合第8位
　基礎スキーの部女子個人演技新人戦1位　中島 咲絵さん（人間社会学科）
●第31回北海道学生スキー技術選手権大会（3月19日～ 23日）
　男子団体戦第1位／女子団体戦第6位
　男子新人戦第2位　田中 宏典さん（電気デジタルシステム工学科）
　男子新人戦第5位　藤平 健汰さん（建築学科）
　女子新人戦第8位　中島 咲絵さん（人間社会学科）
　男子総合第3位　　吉本 健志さん（機械システム工学科）

［バドミントン部］ 
●第59回北海道学生バドミントン
　会長杯争奪戦選手権大会（11月6日～ 10日）
　男子シングルスBベスト4　吉田 卓也さん（メディアデザイン学科）
　男子シングルスBベスト8　立島 裕幸さん（電気デジタルシステム工学科）
　男子ダブルスB第4位　　  立島 裕幸さん（電気デジタルシステム工学科）
　　　　　　　　　　　　 小林 佑太さん（情報フロンティア工学科）

［山岳部］
●第11回スポーツクライミング北海道選手権大会（10月28日）
　リード競技ビギナー 2位　鈴木 康太さん（建築学科）
　リード競技ビギナー 5位　髙橋 康太郎さん（建築学科）
　リード競技ビギナー 6位　佐藤 啓太さん（建築学科） 
●第53回札幌市民体育大会クライミングコンペ（10月28日）
　リード競技ビギナー 1位　鈴木 康太さん（建築学科）
　リード競技ビギナー 2位　髙橋 康太郎さん（建築学科）
　リード競技ビギナー 3位　佐藤 啓太さん（建築学科）

［ライフル射撃部］
●平成24年度三支部交流戦（3月8日～10日）
　BR10MS60MW第5位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）

［旅行研究同好会］
●第11回たきかわ紙袋ランターンフェスティバル（2月16日）
　実行委員会メンバーとして参加

［少林寺拳法部］
●少林寺拳法第41回北海道学生新人大会（11月18日）
　自由単独演武男子見習い～ 4級の部
　第4位　菅野 裕斗さん（機械システム工学科）

［アーチェリー部］ 
●2012年度第36回北海道学生
　アーチェリー秋季インドア大会（12月16日）
　RC女子優勝・18M距離賞　
　三島 諒子さん（メディアデザイン学科）
　RC女子4位　
　香川 仁美さん（メディアデザイン学科）
●2012年度第40回北海道学生
　アーチェリー冬季インドア大会（2月17日）
　RC女子優勝　
　三島 諒子さん（メディアデザイン学科）
　RC女子18M距離賞　
　香川 仁美さん（メディアデザイン学科）

［バレーボール部］ 
●平成24年度第29回北海道大学男・女バレーボールリーグ
　道央地区大会（11月23日～ 25日）
　1部リーグ4位　北海道工業大学Aチーム
　4部リーグ1位（3部リーグ昇格）北海道工業大学Bチーム
●第65回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会 
　ミキプルーンスーパーカレッジバレー 2012出場（12月3日～ 9日）

［リュージュ同好会］
●第12回京田食品杯リュージュ競技大会（1月20日）
　一般の部男女混合（全長250m）第5位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
●第38回ヤクルト杯札幌リュージュ競技大会（1月26日）
　2部一般の部男女混合（全長250m）第1位　髙橋 稜平さん（機械システム工学科）
　2部一般の部男女混合（全長250m）第6位　上野 雅登さん（機械システム工学科）
●第53回札幌市民体育大会リュージュ競技大会（2月3日）
　一般市民の部男子（全長250m）第2位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
　一般市民の部男子（全長250m）第6位　棚瀬 蓮麻さん（機械システム工学科）
●第49回北海道リュージュ選手権大会（2月17日）
　1部女子一人乗り（全長250m）第2位　五十嵐 だりあさん（医療福祉工学科）
　2部男子一人乗り（全長250m）第2位　千葉 飛豪さん（機械システム工学科）
　2部男子一人乗り（全長250m）第5位　髙縁 佑貴さん（機械システム工学科）
　2部男子一人乗り（全長250m）第6位　上野 雅登さん（機械システム工学科）
●第27回全日本学生リュージュ選手権大会（2月17日）
　一人乗り男女混合（全長250m）第2位　髙縁 佑貴さん（機械システム工学科）
　一人乗り男女混合（全長250m）第3位　羽山 竜平さん（機械システム工学科）
　一人乗り男女混合（全長250m）第4位　千葉 飛豪さん（機械システム工学科）
　一人乗り男女混合（全長250m）第5位　上野 雅登さん（機械システム工学科）
●第34回スポーツショップ古内杯リュージュ競技大会（2月24日）
　2部一般の部男女混合（全長250m）第6位　五十嵐 だりあさん（医療福祉工学科）

［アイスホッケー部］
●第10回北海道学生アイスホッケーリーグ
　兼 第85回インカレ北海道予選大会（10月1日～ 12月4日）
　第2部リーグ3位 ［ハンドボール部］

●平成24年度第44回北海道学生ハンドボール
　秋季リーグ戦大会（10月4日～ 7日）
　男子2部リーグ5位

［空手道部］
●第56回全日本大学空手道選手権大会出場（11月18日）

! !
2月25日、札幌市役所において「広聴リポーター制度」で活動してきた、本学を含む3大学の学生による提案書の手交式が行われ、上田札
幌市長に調査結果報告書を手渡しました。「広聴リポーター制度」は、札幌市内の大学生がリポーター役となり、市政に関する調査を行
い、その結果を札幌市に提案する制度です。本学からは、人間社会学科の学生が「月寒東住宅周辺地区における地域コミュニティの現状
と今後の課題について」というテーマで調査・提案を行いました。また、今年3月には、札幌市広報課から発行された大学生のための大学
生による市政情報誌「大学生版広報さっぽろ」の編集に、本学人間社会学科の学生が企画・編集スタッフとして携わりました。

総勢600名!
春の恒例、
ゴミ拾い。
4月21日、本学学生約600
名と大学周辺2つの町内会に
よる大学周辺ゴミ拾いを実施
しました。本学協学会・体育
局・文化局・応援団局員が
中心となり行う、今年度で26
回目の春の恒例行事です。

各種試験に合格者を輩出！
11月18日に実施された、社団法人日本機械設計工業会主催による「平成24年度機械設
計技術者3級試験」において、本学機械システム工学科の学生・大学院生20名が合格し
ました。また、2月18日に、本学を会場として実施された社団法人コンピュータソフトウェ
ア協会・社団法人コンピュータ教育振興協会主催による「平成24年度CAD利用技術者
試験2級」において、本学機械システム工学科の学生6名が合格しました。

手稲区との地域連携に学生が参加。
本学メディアデザイン学科の学生が、手稲区からの依頼により、2月22日に開催された講
演会「どうやって伝えればいいの？いのちが大切ってこと～誕生学～」のポスターとチラシ
のデザインや、手稲区を紹介する冊子「ヒミツのteine」の作成に携わりました。また3月
27日には、札幌市役所にて「ていぬ活動委員会」メンバーの本学人間社会学科学生が、
「ていぬ」グッズの売上金の一部を「さぽーとほっと基金」へ寄付しました。
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【男子団体演技出場者】
中村 勝さん（メディアデザイン学科）、東 雄大さん（人間社会学科）、金子 駿さん（情報フロンティア工学科）
平野 慶助さん（建築学科）、吉本 健志さん（機械システム工学科）、田中 宏典さん（電気デジタルシステム工学科）



本学基礎スキー部が驚異の四連覇を達成！
2月24日～3月1日、長野県の白馬岩岳スキー場で行われた「第40回全国学生
岩岳スキー大会（基礎スキーの部）」で、本学基礎スキー部（愛称：Infinity 
Ski Team）が「男子団体演技」にて頂点に立ち、V4を成し遂げました。同大会
「基礎スキーの部男子総合」でも第8位の成績を収めています。また、3月19日
～23日に開催された「第31回北海道学生スキー技術選手権大会（男子団体
戦）」でも第1位に輝きました。ますますの活躍を期待しています！

札幌市の取り組みに本学学生が参加。

夢プロジェクト成果報告会を実施。
2月26日、本学HITプラザにおいて、平成24年度本学夢
プロジェクトに採択された各プロジェクトの学生と教職員
が出席し、成果報告会が行われました。報告会では各プロ
ジェクトの代表者から、プロジェクトの背景・概要・今後
の課題等の報告がありました。今年度から「夢プロとして
の正統性」、「ユニークさ」、「大学への貢献度」、「骨折り
度」、「発表力」の5項目を審査し、ロボットを使った子ども
向けの工作教室などを行うプロジェクト「HIT Battle 
Tech」が最優秀賞に選ばれました。

本学山岳部の学生が、
アルバイト北海道のTVCMに登場！
2月20日、本学体育館HIT ARENAにおいて、アルバ
イト北海道（アルキタ）のTVCMとポスターの撮影が
行われ、山岳部の学生が協力しました。今回の撮影は
北海道アルバイト情報社から出演依頼があったもの
で、山岳部の学生がクライミングウォールを登っている
様子などの撮影が行われました。

人間社会学科が
てがけた「豆王」、
いよいよ発売。
前号でご紹介した「豆王（マメ
キング）」が完成し、6月初旬頃
よりHITプラザ内「ローソン」に
て発売。人間社会学科の実践
型教育の成果、是非ご賞味を！

学長賞・優秀学生賞表彰式。
2月4日、本学大会議室において、学長賞および優秀学生賞の
表彰式が行われました。学長賞および優秀学生賞は、学術的
にすぐれた業績を挙げた者または団体および課外活動で優秀
な成果を収めた者または団体を表彰する制度です。学長から
学生9名と3団体に対して表彰状および副賞が授与されまし
た。受賞者の皆さんおめでとうございます。

部活動の
大会出場記録
※一部抜粋

［卓球部］
●第79回全日本大学総合卓球選手権大会
　個人の部出場（10月25日～ 28日）
　沼 亮太朗さん （メディアデザイン学科）
　中島 亮介さん （建築学科）
●平成24年度中田杯争奪納会試合（12月1日・2日）
　男子ダブルス第1位　中島 亮介さん（建築学科）
　　　　　　　　　　 松木 拓也さん（人間社会学科）
　男子団体第1位　北海道工業大学A
　男子シングルス第3位　中島 亮介さん（建築学科）

［基礎スキー部］ 
●第40回全国学生岩岳スキー大会（2月24日～ 3月1日）
　基礎スキーの部男子団体演技第1位
　基礎スキーの部男子総合第8位
　基礎スキーの部女子個人演技新人戦1位　中島 咲絵さん（人間社会学科）
●第31回北海道学生スキー技術選手権大会（3月19日～ 23日）
　男子団体戦第1位／女子団体戦第6位
　男子新人戦第2位　田中 宏典さん（電気デジタルシステム工学科）
　男子新人戦第5位　藤平 健汰さん（建築学科）
　女子新人戦第8位　中島 咲絵さん（人間社会学科）
　男子総合第3位　　吉本 健志さん（機械システム工学科）

［バドミントン部］ 
●第59回北海道学生バドミントン
　会長杯争奪戦選手権大会（11月6日～ 10日）
　男子シングルスBベスト4　吉田 卓也さん（メディアデザイン学科）
　男子シングルスBベスト8　立島 裕幸さん（電気デジタルシステム工学科）
　男子ダブルスB第4位　　  立島 裕幸さん（電気デジタルシステム工学科）
　　　　　　　　　　　　 小林 佑太さん（情報フロンティア工学科）

［山岳部］
●第11回スポーツクライミング北海道選手権大会（10月28日）
　リード競技ビギナー 2位　鈴木 康太さん（建築学科）
　リード競技ビギナー 5位　髙橋 康太郎さん（建築学科）
　リード競技ビギナー 6位　佐藤 啓太さん（建築学科） 
●第53回札幌市民体育大会クライミングコンペ（10月28日）
　リード競技ビギナー 1位　鈴木 康太さん（建築学科）
　リード競技ビギナー 2位　髙橋 康太郎さん（建築学科）
　リード競技ビギナー 3位　佐藤 啓太さん（建築学科）

［ライフル射撃部］
●平成24年度三支部交流戦（3月8日～10日）
　BR10MS60MW第5位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）

［旅行研究同好会］
●第11回たきかわ紙袋ランターンフェスティバル（2月16日）
　実行委員会メンバーとして参加

［少林寺拳法部］
●少林寺拳法第41回北海道学生新人大会（11月18日）
　自由単独演武男子見習い～ 4級の部
　第4位　菅野 裕斗さん（機械システム工学科）

［アーチェリー部］ 
●2012年度第36回北海道学生
　アーチェリー秋季インドア大会（12月16日）
　RC女子優勝・18M距離賞　
　三島 諒子さん（メディアデザイン学科）
　RC女子4位　
　香川 仁美さん（メディアデザイン学科）
●2012年度第40回北海道学生
　アーチェリー冬季インドア大会（2月17日）
　RC女子優勝　
　三島 諒子さん（メディアデザイン学科）
　RC女子18M距離賞　
　香川 仁美さん（メディアデザイン学科）

［バレーボール部］ 
●平成24年度第29回北海道大学男・女バレーボールリーグ
　道央地区大会（11月23日～ 25日）
　1部リーグ4位　北海道工業大学Aチーム
　4部リーグ1位（3部リーグ昇格）北海道工業大学Bチーム
●第65回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会 
　ミキプルーンスーパーカレッジバレー 2012出場（12月3日～ 9日）

［リュージュ同好会］
●第12回京田食品杯リュージュ競技大会（1月20日）
　一般の部男女混合（全長250m）第5位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
●第38回ヤクルト杯札幌リュージュ競技大会（1月26日）
　2部一般の部男女混合（全長250m）第1位　髙橋 稜平さん（機械システム工学科）
　2部一般の部男女混合（全長250m）第6位　上野 雅登さん（機械システム工学科）
●第53回札幌市民体育大会リュージュ競技大会（2月3日）
　一般市民の部男子（全長250m）第2位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
　一般市民の部男子（全長250m）第6位　棚瀬 蓮麻さん（機械システム工学科）
●第49回北海道リュージュ選手権大会（2月17日）
　1部女子一人乗り（全長250m）第2位　五十嵐 だりあさん（医療福祉工学科）
　2部男子一人乗り（全長250m）第2位　千葉 飛豪さん（機械システム工学科）
　2部男子一人乗り（全長250m）第5位　髙縁 佑貴さん（機械システム工学科）
　2部男子一人乗り（全長250m）第6位　上野 雅登さん（機械システム工学科）
●第27回全日本学生リュージュ選手権大会（2月17日）
　一人乗り男女混合（全長250m）第2位　髙縁 佑貴さん（機械システム工学科）
　一人乗り男女混合（全長250m）第3位　羽山 竜平さん（機械システム工学科）
　一人乗り男女混合（全長250m）第4位　千葉 飛豪さん（機械システム工学科）
　一人乗り男女混合（全長250m）第5位　上野 雅登さん（機械システム工学科）
●第34回スポーツショップ古内杯リュージュ競技大会（2月24日）
　2部一般の部男女混合（全長250m）第6位　五十嵐 だりあさん（医療福祉工学科）

［アイスホッケー部］
●第10回北海道学生アイスホッケーリーグ
　兼 第85回インカレ北海道予選大会（10月1日～ 12月4日）
　第2部リーグ3位 ［ハンドボール部］

●平成24年度第44回北海道学生ハンドボール
　秋季リーグ戦大会（10月4日～ 7日）
　男子2部リーグ5位

［空手道部］
●第56回全日本大学空手道選手権大会出場（11月18日）

! !
2月25日、札幌市役所において「広聴リポーター制度」で活動してきた、本学を含む3大学の学生による提案書の手交式が行われ、上田札
幌市長に調査結果報告書を手渡しました。「広聴リポーター制度」は、札幌市内の大学生がリポーター役となり、市政に関する調査を行
い、その結果を札幌市に提案する制度です。本学からは、人間社会学科の学生が「月寒東住宅周辺地区における地域コミュニティの現状
と今後の課題について」というテーマで調査・提案を行いました。また、今年3月には、札幌市広報課から発行された大学生のための大学
生による市政情報誌「大学生版広報さっぽろ」の編集に、本学人間社会学科の学生が企画・編集スタッフとして携わりました。

総勢600名!
春の恒例、
ゴミ拾い。
4月21日、本学学生約600
名と大学周辺2つの町内会に
よる大学周辺ゴミ拾いを実施
しました。本学協学会・体育
局・文化局・応援団局員が
中心となり行う、今年度で26
回目の春の恒例行事です。

各種試験に合格者を輩出！
11月18日に実施された、社団法人日本機械設計工業会主催による「平成24年度機械設
計技術者3級試験」において、本学機械システム工学科の学生・大学院生20名が合格し
ました。また、2月18日に、本学を会場として実施された社団法人コンピュータソフトウェ
ア協会・社団法人コンピュータ教育振興協会主催による「平成24年度CAD利用技術者
試験2級」において、本学機械システム工学科の学生6名が合格しました。

手稲区との地域連携に学生が参加。
本学メディアデザイン学科の学生が、手稲区からの依頼により、2月22日に開催された講
演会「どうやって伝えればいいの？いのちが大切ってこと～誕生学～」のポスターとチラシ
のデザインや、手稲区を紹介する冊子「ヒミツのteine」の作成に携わりました。また3月
27日には、札幌市役所にて「ていぬ活動委員会」メンバーの本学人間社会学科学生が、
「ていぬ」グッズの売上金の一部を「さぽーとほっと基金」へ寄付しました。
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【男子団体演技出場者】
中村 勝さん（メディアデザイン学科）、東 雄大さん（人間社会学科）、金子 駿さん（情報フロンティア工学科）
平野 慶助さん（建築学科）、吉本 健志さん（機械システム工学科）、田中 宏典さん（電気デジタルシステム工学科）



本学では現在、実学系総合大学の実現
を目指し、学部・学科の新設・改編や、
新校舎の建設等を推進しています。
その進化の課程をお届けする専用ブロ
グを立ち上げました。北海道工業大学
の最新情報はこちらからご覧ください。

「もっと進化、つぎつぎ始まる。」
その課程をブログで発信。

北海道工業大学「最新情報ブログ」開始！

HIT SCHEDULE CALENDAR 2013

HIT EVENT INFORMATION

08  august

09  september

研究生・特別研究生出願受付（～10日）
ミニオープンキャンパス
第2回AO入試[前期]セミナー
北海道工業大学大学説明会［東京会場］
父母懇談会（地方）・進学入試相談会（地方）
夏季休業終了、学位記授与式（10：00～）
父母懇談会（札幌）
第3回AO入試[前期]セミナー
後期始講
大学祭（～29日）
オープンキャンパス

02
07
08
10
14
18
21
23
24
27
28

□月
□土

□火
□日

□土
□水
□土

□火
□月

□金
□土

2013

2013 2013

2013

05  may

開学記念日
オウル総合科学大学交換留学生受入（～8月4日）
保護者のためのミニオープンキャンパス
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06  june

119日間セーフティラリー開会式
親交会総会（10：00～）、懇親会
大学院修士課程入試［推薦］
体育祭
第1回AO入試[前期]エントリー説明会
オープンキャンパス
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7/5 fri
エッセイストで、自転車世界一周の冒険家を講師に招き、約7年半かけ世界9万5000ｋｍを自転車で走破
した記録、さまざまな国で触れ合った人 と々の思い出、その人 と々話をする中で偏見や誤解が解かれ、他民
族の価値観を尊重することができるようになるまでの体験談をお話しいただきます。
お問い合わせ・お申し込みは情報フロンティア工学科の小川（TEL:011-688-2291）までご連絡ください。

冒険家・旅作家石田ゆうすけ氏講演会[一般公開]

本学に所属している教員の研究テーマ
や研究概要、研究業績、エピソード等を
紹介した「ラボサイト」。研究の内容をア
イコン化することで研究分野を視覚的
に探せるほか、学部・学科、研究キー
ワード等からの検索が可能です。

本学所属教員の研究を一覧にした、
研究紹介サイトが誕生！

上   旬  オウル総合科学大学へ交換留学生派遣（～11月下旬）

201307  july

PF（前期）個別面談期間（～12日）
放課後キャンパス見学ウィーク（～19日）
編入学試験［前期・指定校］、大学院修士課程入試［前期（一般）］（～18日）
大学院修士課程入試［前期（社会人）］
第2回AO入試[前期]エントリー説明会
前期終講
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前期定期試験（～7日）
オープンキャンパス
教員免許状更新講習（～8日）
夏季休業開始（～9月18日）
教職員夏季一斉休業（～17日）
※11日～13日は電気設備等年次点検（停電）、ホームページ休止
第1回AO入試[前期]セミナー
東北工業大学総合定期戦（～28日、東北工業大学）
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特集

北海道と共に、もっと進化、
つぎつぎ始まる。
実学系総合大学を目指して。

HIT Release

平成25年度入学式＆
新入生歓迎会を開催！
手稲区連合町内会・手稲区・
本学との「防災連携協定」締結。
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メディアデザイン学科

機械システム工学科

電気デジタルシステム工学科

情報フロンティア工学科

建築学科

都市環境学科

医療福祉工学科

義肢装具学科
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研究者データベース「ラボサイト」開設

● 会場 ： 本学5106講義室（合同講義室）
　 講師 ： 石田ゆうすけ氏

16：30～18：00

企画編集・発行： 北海道工業大学 入試広報課

http://labs.hit.ac.jp/ http://www.hit.ac.jp/report_blog/

CHECK!CHECK!

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
必要です。単なる「Professional」だけではなく、後付けの「Professional+」
でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を育成すること。すべて
の設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。
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